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66月月
定例会定例会

令
和
５
年
第
３
回
定
例

会
は
、
６
月
５
日
か

ら
22
日
ま
で
の
会
期
で
開
催

さ
れ
、
条
例
３
件
、
補
正
予

算
２
件
、
そ
の
他
の
議
案
19

件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

◎�

村
山
市
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

◎�

村
山
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
利
用
者
負
担
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
引
用

条
文
の
整
理
を
行
う
も
の
で

す
。

◎�

村
山
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、

構
造
及
び
管
理
並
び
に
対
象

火
気
器
具
等
の
取
扱
い
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
急
速
充
電
設

備
の
対
象
範
囲
の
規
定
等
に

つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

人
事
案
件

◎�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
（
７
月
28

日
に
任
期
が
満
了
す
る
た

め
再
任
す
る
も
の
）�

　
芦
野　
祐
助
氏（
大
久
保
）

◎�

農
業
委
員
会
委
員
の
選
任

（
７
月
１9
日
任
期
満
了
に

よ
る
）

　
奥
山　
金
弥
氏（
楯　
岡
）

　
下
山　
勝
宏
氏（
楯　
岡
）

※
結
城　
正
志
氏（
河　
島
）

　
髙
橋　
　
昭
氏（
河　
島
）

※
原
田　
浩
明
氏（
名　
取
）

　
笹
原　
　
泉
氏（
櫤　
山
）

※
板
垣　
厚
志
氏（
櫤　
山
）

　
門
脇　
忠
教
氏（
大
久
保
）

　
髙
谷　
　
太
氏（
大
久
保
）

　
石
川　
賢
也
氏（
湯
野
沢
）

　
海
老
名
正
度
氏（
湯
野
沢
）

　
太
田　
一
男
氏（
稲　
下
）

　
佐
藤　
善
洋
氏（
大　
槇
）

　
青
柳　
　
篤
氏（
白　
鳥
）

　
石
山　
公
己
氏（
本
飯
田
）

　
川
田　
雅
紀
氏（
土
生
田
）

※
齋
藤
伊
美
子
氏（
富　
並
）

※
阿
部　
憲
一
氏（
田　
沢
）

�

（
※
は
新
任
）

条

例

等

3億9,477  万円を追加3億9,477  万円を追加
総額164億  4,815万円総額164億  4,815万円

一般会計予算総額

2,337万円を追加、2,337万円を追加、
総額160億5,337万円総額160億5,337万円

（６月定例会において賛否の分かれた議案についてのみ掲載しました）

議員名

議案等の名称

議
決
結
果

市政・公明クラブ 改革クラブ 無会派
賛
　
　
成

反
　
　
対

柴
崎
　
亮
太

吉
田
　
　
創

細
矢
　
清
隆

田
中
　
正
信

矢
萩
　
浩
次

高
橋
菜
穂
子

大
山
　
正
弘

海
老
名
幸
司

石
澤
　
祐
一

秋
葉
　
新
一

髙
橋
　
卯
任

阿
部
　
正
任

犬
飼
　
　
司

結
城
　
　
正

菊
池
　
貞
好

中
里
　
芳
之

市長提出
議案 第24号 村山市市税条例の一部を改正する条例に

ついて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × 14 1

議長は可否同数の場合以外は採決に加わりません。
可＝可決　　否＝否決　　○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　退＝退席　　議＝議長　　裁＝裁決

審議結果報告審議結果報告

６月定例会＝バラ議会
最終ページに関連記事を
掲載しています。

専
決
処
分

◎�

村
山
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
村
山
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正

措
置
に
つ
い
て
、
緊
急
を
要
し
議

会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な

い
た
め
、
専
決
処
分
し
た
も
の
で

す
。

補
正
予
算

◎�

低
所
得
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

生
活
支
援
特
別
給
付
事
業

　
食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、

影
響
を
受
け
る
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
対
し
、
児
童
一
人
当
た
り

５
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。
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設
や
小
中
学
校
の
、
給
食
経
費

に
補
助
す
る
も
の
で
す
。

除
雪
事
業�

６
７
０
０
万
円

　
消
雪
井
戸
ポ
ン
プ
操
作
盤
設

置
工
事
な
ど
、
市
道
２
路
線
の

消
雪
施
設
の
整
備
を
す
る
も
の

で
す
。
他
に
、
歩
道
用
ロ
ー
タ

リ
ー
除
雪
車
を
購
入
す
る
も
の

で
す
。
併
せ
て
、
草
刈
用
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
同
時
に
購
入

し
、
雪
が
な
い
時
期
も
市
道
管

理
に
活
用
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業�
６
４
３
９
万
円

　
今
秋
に
開
始
す
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
要
す
る
費
用
で
、
５
歳

以
上
の
市
民
全
員
を
対
象
と
す

る
も
の
で
す
。

園
芸
振
興
事
業

�

１
３
０
２
万
円

　
魅
力
あ
る
園
芸
や
ま
が
た
所

せ
た
３
期
目
の
償
還
分
を
補

助
す
る
も
の
で
す
。

事
務
局
管
理
運
営
費

�

１
１
２
万
円

　
小
学
校
統
合
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
、
適
正
配
置
等
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
業

務
の
委
託
料
な
ど
と
す
る
も

の
で
す
。

水
道
事
業
建
設
改
良
費

�

７
３
０
０
万
円

　
西
郷
地
区
内
の
、
大
旦
川

と
蝉
田
川
合
流
地
点
付
近
の

送
水
管
移
設
工
事
に
あ
て
ら

れ
る
も
の
で
す
。

一般会計予算 3億9,477  万円を追加3億9,477  万円を追加
総額164億  4,815万円総額164億  4,815万円

補
正
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

低
所
得
世
帯
物
価
高
騰
対
策
給

付
金
給
付
事
業

�

６
４
４
４
万
円

　
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き

い
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
、
１

世
帯
あ
た
り
３
万
円
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

く
ら
し
応
援
商
品
券
事
業

�

９
３
１
１
万
円

　
市
民
全
員
に
市
内
で
使
え
る

商
品
券
３
０
０
０
円
分
を
支
給

す
る
も
の
で
、
75
歳
以
上
、
18

歳
以
下
、
生
活
保
護
受
給
者
に

は
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
０
円
分
上

乗
せ
し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
家

庭
的
保
育
等
、
小
学
校
、
中
学

校
の
各
事
業�

１
１
１
６
万
円

　
食
材
価
格
上
昇
の
影
響
を
受

け
て
い
る
保
育
園
等
の
幼
児
施良質な食材を使用している給食

ロータリー車による草刈作業

送水管移設工事場所（国土地理院地図より）

得
向
上
支
援
事
業
費
補
助
金

は
、
ぶ
ど
う
（
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
）、
さ
く
ら
ん
ぼ

（
や
ま
が
た
紅
王
）
の
施
設

整
備
に
補
助
す
る
も
の
で
す
。

農
業
振
興
事
業
等

�

２
９
６
万
円

　
元
気
な
地
域
農
業
担
い
手

育
成
支
援
事
業
費
補
助
金
は
、

農
業
法
人
や
新
規
就
農
者
の

農
業
機
械
導
入
な
ど
の
経
費

に
補
助
す
る
も
の
で
す
。

余
暇
開
発
事
業
管
理
運
営
費

�

３
１
４
４
万
円

　
余
暇
開
発
公
社
の
長
期
借

入
に
対
し
て
、
利
子
を
合
わ
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年
比
約
11
・
７
％
増
と

な
っ
た
。

村
山
市
土
地
開
発
公
社

　
令
和
４
年
度
は
、
新
た

に
「
村
山
駅
西
開
発
事

業
」
に
着
手
し
、
継
続
事

業
で
あ
る
Ｓ
＊
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ

（
ス
マ
イ
ル
）
タ
ウ
ン
新

町
（
第
１
期
）
の
分
譲
は

４
区
画
の
契
約
締
結
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
「
新
町

（
第
２
期
）
は
残
り
の
11

区
画
全
て
の
契
約
を
締
結

し
、
全
17
区
画
が
完
売
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
街

路
灯
を
設
置
し
、
維
持
管

理
に
つ
い
て
地
元
町
内
会

へ
引
き
継
ぎ
を
行
っ
た
。

　
「
楯
岡
北
町
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
」
は
令
和
４
年
度

に
完
成
し
た
住
宅
１
棟
に

対
し
て
新
築
支
援
補
助
金

を
交
付
し
、
全
38
区
画
の

手
続
き
が
完
了
し
事
業
を

終
了
し
た
。

　
「
村
山
駅
西
開
発
事
業
」

は
測
量
調
査
設
計
業
務
を

発
注
し
た
が
完
了
が
翌
年

度
へ
延
期
に
な
る
た
め
、

翌
年
度
に
繰
越
し
た
。
今

後
は
用
地
交
渉
に
よ
り
全

地
権
者
か
ら
了
解
を
得
て

開
発
申
請
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

　
決
算
に
つ
い
て
は
、
Ｓ

＊
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
タ
ウ
ン
新
町

の
分
譲
が
順
調
に
進
み
、

令
和
４
年
度
当
期
純
利
益

は
４
２
５
万
円
と
な
っ
た
。

㈱
村
山
市
余
暇
開
発
公
社

　
株
式
会
社
と
し
て
２
期

目
を
迎
え
新
会
社
が
本
格

的
に
始
動
し
た
。

　
年
度
後
半
に
入
り
全
国

旅
行
支
援
が
ス
タ
ー
ト
し
、

両
施
設
と
も
３
年
ぶ
り
の

活
気
を
み
せ
た
。
10
月
末

に
は
東
北
中
央
道
村
山
区

間
が
完
成
し
、
ク
ア
ハ
ウ

ス
碁
点
は
よ
り
遠
方
の
集

客
が
可
能
と
な
っ
た
。
道

の
駅
は
国
道
13
号
線
の
交

通
量
減
少
に
よ
る
売
り
上

げ
ダ
ウ
ン
が
懸
念
さ
れ
た

が
、影
響
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
世
界
情
勢
の

不
安
定
化
に
よ
り
燃
料
価

格
高
騰
お
よ
び
物
価
が
高

騰
し
、
経
費
額
が
過
去
最

高
と
な
っ
た
。

　
全
体
と
し
て
は
、
村
山

市
よ
り
長
期
債
務
の
返
済

財
源
の
補
助
や
電
気
料
高

騰
分
の
補
助
を
受
け
た
こ

と
と
、
新
規
株
式
会
社
と

し
て
新
設
法
人
に
対
す
る

免
税
特
例
に
よ
り
黒
字
決

算
に
こ
ぎ
つ
け
た
大
き
な

要
因
と
考
え
て
い
る
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

　
約
３
年
間
続
い
た
コ
ロ

ナ
禍
も
終
息
を
見
せ
始

め
、
月
日
を
追
う
ご
と
に

対
策
も
緩
和
さ
れ
利
用
客

も
徐
々
に
増
加
し
た
。
屋

根
・
外
装
補
修
工
事
が
行

わ
れ
、
オ
ー
プ
ン
当
時
の

美
し
い
姿
に
戻
っ
た
。

　
東
北
中
央
道
村
山
区
間

開
通
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
が

改
良
さ
れ
、
以
前
よ
り
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
総
利
用
者

数
は
27
万
人
と
な
り
、
前

出
資
法
人
等
の
経
営
状
況
報
告

建築が進む「S＊mileタウン新町」

「まるごとすいかDAY」で
にぎわう道の駅

道
の
駅
む
ら
や
ま

　
コ
ロ
ナ
禍
３
年
目
を
迎

え
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状

況
に
は
程
遠
い
が
徐
々
に

利
用
者
数
が
増
え
、
総
利

用
者
数
は
34
万
人
と
な
り

前
年
比
約
15
％
増
と
な
っ

た
。

㈶
村
山
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

事
業
、
競
技
力
向
上
を
図

る
事
業
、
加
盟
団
体
の
育

成
・
連
携
を
図
る
事
業
、

少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

関
す
る
事
業
、
居
合
道
振

興
に
関
す
る
事
業
な
ど
多

く
の
事
業
に
協
賛
、
運
営

し
て
い
る
。

　
な
お
、
令
和
４
年
度
に

お
け
る
法
人
全
体
の
正
味

財
産
期
末
残
高
は
３
１
６

８
万
円
と
な
り
昨
年
度
よ

り
79
万
円
の
減
と
な
っ
た
。

令和４年度・株式会社村山市余暇開発公社の決算� （単位：円）

区分・年度 令和４年度 令和３年度 増　減
クアハウス碁点 3,511,532 △28,067,382 31,578,914
道の駅むらやま 12,070,020 △18,775,172 30,845,192
余暇開発公社共通経費等 1,501,905 △556,353 2,058,258

合　　計 17,083,457 △47,398,907 64,482,364
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ＱＱ
北
村
山
公
立
病
院
の

役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

ＡＡ
北
村
山
地
域
の
急
性

期
医
療
を
支
え
る
医

療
機
関
で
あ
り
、
地
域
唯

一
の
救
急
告
示
病
院
で
あ

る
。
命
に
係
わ
る
脳
出
血

や
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
な

ど
の
緊
急
手
術
な
ど
に
対

応
で
き
る
。
ま
た
、
東
根

温
泉
を
活
用
し
た
リ
ハ
ビ

リ
施
設
が
あ
り
、
プ
ー
ル

訓
練
が
疼
痛
軽
減
や
筋
肉

増
強
の
効
果
を
得
て
い
る
。

そ
し
て
、
市
内
に
無
い
入

院
可
能
で
複
数
の
科
を
受

診
で
き
、
村
山
市
民
に
と
っ

て
必
要
な
病
院
で
あ
る
。

ＱＱ
患
者
数
の
推
移
と
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。

ＡＡ
入
院
患
者
数
は
年
々

少
し
ず
つ
減
少
し
、

令
和
３
年
度
７
万
４
０
８

５
人
。
外
来
患
者
数
も
少

し
減
少
し
、
令
和
３
年
度

９
万
８
０
２
７
人
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
村
山

市
民
の
占
め
る
割
合
は
入

院
・
外
来
と
も
に
約
３
割

で
、
令
和
３
年
度
入
院
２

万
２
１
７
３
人
。
外
来
２

万
８
８
５
０
人
と
な
っ
て

お
り
、
ど
ち
ら
も
村
山
市

の
人
口
以
上
の
利
用
に

な
っ
て
い
る
。【
課
題
】

は
医
師
や
看
護
師
の
人
員

不
足
に
よ
る
稼
働
病
床
数

減
に
伴
う
患
者
数
減
少
が
、

医
業
収
益
の
減
少
の
要
因

と
な
っ
て
い
る
。
限
ら
れ

た
稼
働
病
床
数
の
中

で
病
床
利
用
率
の
向

上
を
推
進
し
、
収
支

改
善
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

ＱＱ
北
村
山
公
立
病

院
は
村
山
市
に

と
っ
て
必
要
な
施
設

で
あ
る
。
し
か
し
、

病
院
は
築
50
年
を
経

過
し
て
お
り
、
建
て

替
え
が
、
検
討
さ
れ

て
い
る
。
年
々
各
市

町
負
担
金
も
増
額
し

て
い
る
。
ま
た
、
現

在
山
形
県
か
ら
の
財

政
支
援
が
全
く
な
い

状
況
で
あ
る
。
北
村

山
地
域
の
首
長
・
議

員
と
連
動
し
て
県
へ

の
財
政
支
援
を
強
く
要
望

す
る
べ
き
。

ＡＡ
国
・
県
へ
財
政
支
援

の
要
望
を
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

•
�

流
域
治
水
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

•
�

こ
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
つ
い
て

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
入
院
３市１町 83,873人（△ 6.2%） 79,497人（△ 5.2%） 74,085人（△ 6.8%）
村 山 市 24,482人（△ 6.8%） 23,478人（△ 4.1%） 22,173人（△ 5.6%）

外
来
３市１町 99,873人（△ 0.1%） 89,629人（△10.3%） 98,027人　 （9.4%）
村 山 市 29,714人（△ 0.9%） 26,452人（△11.0%） 28,850人　 （9.1%）

入　　院 外　　来
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

村 山 市 108.6% 104.2% 98.4% 131.8% 117.4% 128.0%
東 根 市 69.7% 61.9% 58.1% 83.3% 75.2% 83.6%
尾花沢市 96.1% 93.9% 86.8% 105.8% 96.5% 99.1%
大石田町 97.5% 99.1% 78.6% 121.5% 105.4% 111.6%

ＱＱ
通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

ＡＡ
令
和
４
年
度
危
険
箇

所
は
16
箇
所
あ
っ
た
。

教
育
委
員
会
も
現
場
を
確

認
し
、
対
応
し
て
い
る
。

　
ハ
ー
ド
面
的
に
は
道
路

推
進
協
議
会
が
９
月
・
10

月
に
合
同
点
検
を
行
っ
て

い
る
。
対
策
と
し
て
関
係

機
関
お
よ
び
警
察
な
ど
に

よ
り
順
次
対
応
し
て
い
る
。

　
ソ
フ
ト
面
的
に
は
学
校

の
取
り
組
み
と
し
て
継
続

的
に
安
全
指
導
を
行
っ
て

い
く
よ
う
に
お
願
い
し
て

い
る
。

　
今
年
度
も
各
地
域
の
皆

様
へ
お
願
い
し
、
交
通
安

全
指
導
・
立
哨し

ょ
うな
ど
、
学

校
の
安
全
計
画
に
よ
り
４

月
か
ら
安
全
な
登
下
校
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
交
通
安
全
教
室
、
自

転
車
教
室
に
取
り
組
み
指

導
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

ＱＱ
具
体
的
な
対
策
を
ど

う
対
応
し
た
の
か
。

ＡＡ
推
進
協
議
会
で
は
ラ

イ
ン
、
標
識
な
ど
に

つ
い
て
は
関
係
機
関
が
対

応
し
た
。
危
険
箇
所
に
つ

い
て
は
順
次
直
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

•
�

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

•
�

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ

い
て

通
学
路
危
険
箇
所
の

�

改
善
を
早
急
に

細矢　清隆

答
弁
　
関
係
機
関
と
相
談
し
な
が
ら

�

直
し
て
い
く

この通学路は安全ですか

↑

動
画
は
こ
ち
ら

一
般
質
問

６
月
９
日
、
12
日
、
13
日
　
９
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

吉田　　創

入院・外来の患者数の推移と人口に対する利用率
（北村山公立病院組合議会資料より作成）

北
村
山
公
立
病
院
へ

�

県
の
財
政
支
援
を

答
弁
　
国
・
県
へ
財
政
支
援
の

�

要
望
を
し
て
い
く

↑

動
画
は
こ
ち
ら
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ＱＱ
市
内
に
は
平
日
の
日

中
な
ど
、
消
防
団
員

不
在
と
な
っ
て
い
る
地
域

も
あ
る
。
地
区
内
の
緊
急

を
要
す
る
火
災
時
に
目
の

前
に
あ
る
消
防
ポ
ン
プ
が

団
員
不
在
の
た
め
使
え
な

い
事
態
に
、
地
区
民
か
ら

は
不
安
と
不
満
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。
今
は
市
内

の
ご
く
限
ら
れ
た
地
区
で

の
案
件
と
思
え
る
が
、
消

防
団
員
の
な
り
手
不
足
の

時
勢
、
市
内
各
所
に
起
こ

り
う
る
問
題
と
考
え
る
。

地
区
内
に
常
在
す
る
消
防

団
員
Ｏ
Ｂ
の
協
力
を
得
る

な
ど
、
機
能
別
消
防
団
の

導
入
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

ＡＡ
各
分
団
か
ら
の
聞
き

取
り
で
も
将
来
的
に

は
必
要
、
早
期
導
入
を
望

む
意
見
も
あ
る
。
村
山
市

に
合
っ
た
形
を
精
査
し
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

ＱＱ
現
在
の
村
山
市
消
防

署
は
44
人
体
制
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
７
年

度
よ
り
北
村
山
管
内
３
消

防
署
の
通
信
司
令
の
共
同

運
用
を
目
指
し
て
協
議
が

行
わ
れ
て
い
る
。
村
山
市

か
ら
５
人
が
通
信
司
令
の

業
務
に
派
遣
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
現
在
の
署
員
勤

務
体
制
で
も
、
非
番
時
の

招
集
な
ど
難
し
い
状
態
の

中
、
通
信
司
令
員
の
派
遣

と
な
れ
ば
、
よ
り
過
酷
な

勤
務
状
況
と
な
る
。
令
和

７
年
度
通
信
司
令
の
共
同

運
用
を
見
据
え
、
消
防
署

員
の
増
員
は
必
須
と
思
え

る
が
ど
う
か
。

ＡＡ
署
員
の
定
数
に
つ
い

て
は
、
条
例
の
改
正

も
含
め
、
計
画
的
に
ま
ず

は
５
人
の
増
員
を
図
る
。

そ
の
他
の
質
問

•
�

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て

ＱＱ
若
者
の
移
住
・
定
住

を
呼
び
か
け
る
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
「
刷
新
」
し

て
は
ど
う
か
。
特
に
、
本

市
が
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
「
子
育
て
支
援
」

を
広
く
全
国
に
発
信
し
、

移
住
・
定
住
を
呼
び
か
け

て
は
ど
う
か
。
併
せ
て
、

本
市
の
誇
り
「
豊
か
な
自

然
や
温
か
い
人
情
」
を
一

層
紹
介
し
て
は
ど
う
か
。

ＡＡ
本
市
は
、
主
に
首
都

圏
か
ら
の
移
住
者
を

呼
び
込
む
こ
と
を
目
的
に

「
移
住
の
ス
ス
メ
」と「
村

山
市
に
会
い
に
来
ま
せ
ん

か
？
」
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
発
行
し
て
い
る
。
改
定

に
合
わ
せ
よ
り
一
層
若
者

の
目
を
引
き
「
移
住
・
定

住
」
に
結
び
つ
く
よ
う
な

内
容
に
し
て
い
き
た
い
。

ＱＱ
市
は
「
若
者
の
流

出
」
に
悩
む
一
方
、

企
業
は
「
人
手
不
足
」
に

悩
ん
で
い
る
。
今
こ
そ
、

官
民
が
一
体
と
な
り
横
断

的
に
行
動
を
起
こ
す
時
で

は
な
い
か
。

ＡＡ
こ
れ
ま
で
合
同
企
業

説
明
会
な
ど
を
開
催

し
て
き
た
。
今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、
人
材

確
保
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

ＱＱ
「
認
知
症
の
〝
人
と

家
族
に
や
さ
し
い
〟

ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
。

ＡＡ
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
今
後
一
層
深

刻
さ
を
増
す
と
見
ら
れ
る
。

患
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
尊
厳
を
も
っ
て
暮
ら
せ

る
よ
う
施
策
を
研
究
し
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

•
�

教
員
の
働
き
方
改
革
に

つ
い
て
•
�

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

一
般
質
問

※
一
般
質
問
の
Ｑ
＆
Ａ
は
議
員
の
原
稿
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

阿部　正任

田中　正信

村山市移住ガイド「移住のススメ」

訓練に励む消防署レスキュー隊

若
者
の
地
元
定
着
に
つ
い
て

�

更
な
る
取
り
組
み
を

機
能
別
消
防
団
員
の
導
入
と

�

消
防
署
員
の
増
員
は

答
弁
　
最
重
要
課
題
で
あ
り

�

前
向
き
に
取
り
組
む

答
弁
　
前
向
き
に
考
え
て
い
る

↑

動
画
は
こ
ち
ら

↑

動
画
は
こ
ち
ら
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ＱＱ
道
の
駅
の
移
転
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
目
的
を
伺
う
。

ＡＡ
観
光
誘
致
、
地
域
活

性
化
の
中
心
施
設
と

な
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

現
在
の
道
の
駅
は
黒
字
を

続
け
て
き
て
お
り
、
余
暇

開
発
公
社
に
大
き
く
貢
献

し
て
き
た
。
東
北
中
央
自

動
車
道
の
開
通
に
よ
り
、

国
道
13
号
線
の
交
通
量
が

４
、
５
割
減
る
と
予
測
さ

れ
て
い
た
。
利
用
者
数
減

少
と
そ
れ
に
伴
う
売
り
上

げ
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
対
策
と
し
て
平
成
27

年
か
ら
新
た
な
道
の
駅
を

整
備
す
る
検
討
を
進
め
て

い
る
。

ＱＱ
移
転
予
定
地
と
用
地

取
得
な
ど
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

ＡＡ
ヤ
マ
ザ
ワ
む
ら
や
ま

駅
西
店
の
南
側
で
国

道
13
号
線
の
西
側
、
コ
コ

ス
ま
で
の
間
４
・
５
ha
を

対
象
と
し
て
考
え
て
い
る
。

用
地
取
得
は
ま
だ
行
っ
て

い
な
い
。

ＱＱ
道
の
駅
の
持
続
的
発

展
実
現
に
は
、
市
が

道
の
駅
の
事
業
を
通
じ
て

達
成
し
た
い
成
果
を
明
確

に
し
、
市
民
に
理
解
や
認

識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
が
、
市
民
に

い
つ
示
す
の
か
。

ＡＡ
現
在
、
基
本
計
画
を

民
間
会
社
に
委
託
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
を
ま

と
め
て
整
理
し
、
来
年
度

に
は
示
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

•
�

交
流
人
口
拡
大
に
つ
い

て

ＱＱ
猫
の
多
頭
飼
育
に
よ

る
問
題
件
数
は
令
和

４
年
３
月
か
ら
２
件
増
の

19
件
で
あ
る
。
本
市
の
対

応
を
伺
う
。

ＡＡ
１
軒
１
軒
訪
問
し
て

適
正
飼
養
を
理
解
し

て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
い

く
。ＱＱ

多
頭
飼
育
者
に
該
当

す
る
因
子
と
し
て
貧

困
や
自
立
困
難
な
ど
７
つ

の
因
子
が
あ
る
と
結
果
が

出
て
い
る
。
福
祉
関
係
者

と
の
多
機
関
連
携
し
た
取

り
組
み
が
重
要
と
考
え
る
。

ＡＡ
早
期
発
見
と
問
題
解

決
に
は
、
連
携
は
本

当
に
必
要
だ
と
感
じ
て
い

る
。ＱＱ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
頼
り

で
は
な
く
、
共
同
で

事
業
を
行
う
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
本
市
に
お
い

て
も
踏
み
込
ん
だ
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
る
。

ＡＡ
こ
れ
ま
で
体
系
的
に

あ
ま
り
見
て
こ
な

か
っ
た
気
が
す
る
。
ど
の

よ
う
な
問
題
が
あ
る
か
中

身
を
精
査
し
て
い
く
。

ＱＱ
市
と
し
て
こ
の
問
題

に
取
り
組
む
姿
勢
を

見
せ
る
意
味
で
も
、
猫
の

不
妊
去
勢
手
術
に
対
す
る

補
助
制
度
を
策
定
し
て
は

ど
う
か
。

ＡＡ
も
う
少
し
実
態
を
見

て
み
な
い
と
何
と
も

言
え
な
い
。

ＱＱ
補
助
金
を
出
す
こ
と

が
目
的
で
は
無
く
、

こ
の
状
況
が
改
善
す
る
よ

う
に
強
く
要
望
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

•
�

情
報
化
社
会
に
お
け
る

教
育
に
つ
い
て

一
般
質
問

柴崎　亮太

髙橋　卯任

飼い主のいない猫は後を絶たない

新「道の駅」計画当初のイメージ図（H31.4　時点）

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
訓
練
は

�

ど
う
す
る
か

新
「
道
の
駅
」
が

�

目
指
す
姿
を
明
確
に

答
弁
　
今
年
度
実
施
す
る

答
弁
　
来
年
度
に
は
示
し
た
い

↑

動
画
は
こ
ち
ら

↑

動
画
は
こ
ち
ら

６
月
９
日
、
12
日
、
13
日
　
９
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
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ＱＱ
人
口
を
増
加
に
転
じ

る
の
は
容
易
で
は
な

い
。
せ
め
て
減
少
を
緩
や

か
に
す
る
こ
と
が
今
大
事

で
あ
り
、
対
策
と
し
て
重

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
伺
う
。
断
層
帯
な

ど
大
地
震
に
よ
る
災
害
に

加
え
、
近
年
は
豪
雨
に
よ

る
風
水
害
へ
の
対
策
は
一

段
階
上
げ
た
対
策
が
必
要

な
時
に
来
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
想
定
す

る
降
水
量
は
、
何
年
に
一

度
レ
ベ
ル
か
。

ＡＡ
過
去
の
経
験
か
ら
災

害
時
の
断
水
対
策
と

し
て
、
自
主
水
源
を
幕
井

貯
水
池
に
整
備
す
る
。
水

害
は
千
年
に
一
度
、
最
上

川
流
域
の
総
雨
量
は
二
日

間
で
２
９
５
㎜
、
氾
濫
に

よ
る
浸
水
５
～
10
ｍ
を
想

定
、
人
命
第
一
に
減
災
対

策
が
基
本
で
あ
る
。

ＱＱ
若
者
が
村
山
市
に
住

み
続
け
た
い
、
出
て

も
戻
り
た
い
と
思
う
気
持

ち
を
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

持
ち
続
け
る
教
育
に
つ
い

て
伺
う
。

ＡＡ
地
域
貢
献
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
未
来
の
村

山
へ
の
提
言
な
ど
自
主
的

な
積
極
性
を
引
き
出
し
、

市
と
一
体
的
な
子
ど
も
た

ち
の
育
成
が
出
来
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

ＱＱ
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
、
街
並
み

や
景
観
を
整
備
し
た
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
、
市
が

先
頭
に
立
ち
官
民
一
体
と

な
っ
て
強
力
に
推
し
進
め

て
は
。

ＡＡ
清
潔
で
き
れ
い
な
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て
い
く
。

ＱＱ
市
営
住
宅
の
家
賃
減

免
申
請
が
少
な
い
。

家
賃
減
免
制
度
の
周
知
・

啓
発
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
き
た
の
か
。
全
入

居
者
に
、
わ
か
り
や
す
い

形
で
毎
年
周
知
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

ＡＡ
市
に
相
談
に
来
た
時

や
使
用
料
の
督
促
状

送
付
時
な
ど
に
知
ら
せ
て

き
た
。
今
後
は
、
入
居
希

望
者
や
入
居
者
全
員
に
、

毎
年
わ
か
り
や
す
い
形
で

周
知
し
て
い
く
。

ＱＱ
家
賃
減
免
制
度
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
知
ら
な
い
ま
ま
過

大
な
家
賃
を
支
払
っ
て
き

た
人
が
い
る
の
で
は
な
い

か
。
市
営
住
宅
の
提
供
は

民
法
上
の
契
約
。
市
は
市

営
住
宅
の
入
居
に
あ
た
っ

て
、
家
賃
減
免
制
度
や
消

費
者
の
権
利
義
務
な
ど
に

つ
い
て
必
要
な
情
報
提
供

を
十
分
に
や
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
よ
っ
て
入
居
者

は
過
払
い
請
求
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

ＡＡ
条
例
は
公
表
さ
れ
て

い
る
の
で
入
居
者
は

（
減
免
制
度
を
）
知
り
得

る
立
場
で
あ
り
、
周
知
・

啓
発
が
不
十
分
と
は
考
え

て
い
な
い
。

ＱＱ
買
物
困
難
地
域
の
分

析
を
。

ＡＡ
調
べ
る
必
要
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

ＱＱ
買
物
弱
者
対
策
と
し

て
移
動
販
売
の
充
実

を
。ＡＡ

今
ま
で
以
上
に
対
策

を
考
え
て
い
く
。

一
般
質
問

※
一
般
質
問
の
Ｑ
＆
Ａ
は
議
員
の
原
稿
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

中里　芳之

矢萩　浩次

安
心
安
全
・
魅
力
あ
る

�

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
は

市
営
住
宅
家
賃
減
免
制
度
の

�

周
知
・
啓
発
を

答
弁
　
人
口
減
少
対
策
そ
の
も
の
が

�

ま
ち
づ
く
り
で
あ
る

答
弁
　
入
居
者
全
員
に

�

毎
年
周
知
す
る

↑

動
画
は
こ
ち
ら

↑

動
画
は
こ
ち
ら

市営楯岡中町住宅

校外学習で「ジュンサイ」について学び
試食体験中の楯岡小３年２組
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ＱＱ
楯
山
散
策
道
の
維
持

管
理
整
備
と
は
。

ＡＡ
散
策
道
の
草
刈
り
な

ど
、
例
年
隣
接
す
る

４
町
内
会
に
依
頼
し
保
全

を
行
い
、
町
内
会
や
愛
好

会
が
処
理
で
き
な
い
倒
木

に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、

市
が
予
算
を
確
保
し
処
理

を
行
う
。
楯
山
活
用
は
、

楯
岡
小
で
の
活
用
、
楯
山

愛
好
会
で
は
自
然
観
察
会

な
ど
を
実
施
し
、
そ
の
活

動
の
中
で
、
見
晴
ら
し
を

良
く
す
る
た
め
、
支
障
木

の
伐
採
に
取
り
組
ん
で
い

る
。ＱＱ

諏
訪
山
（
霊
園
）
の

具
体
的
な
取
り
組
み

は
。ＡＡ

令
和
５
年
度
か
ら
９

年
度
ま
で
５
年
間
計

画
で
、
危
険
な
立
木
を
今

年
度
50
本
伐
採
し
、
諏
訪

山
霊
園
管
理
会
が
維
持
管

理
で
き
る
状
態
に
す
る
。

　
利
用
者
の
安
全
性
向
上

を
考
え
、
市
道
小
松
沢
線

か
ら
諏
訪
山
の
頂
上
に
あ

る
霊
園
駐
車
場
ま
で
３
０

０
ｍ
を
令
和
６
年
度
か
ら

８
年
度
ま
で
整
備
を
進
め

る
予
定
で
、
約
８
千
万
円

の
予
算
で
実
行
す
る
。

ＱＱ
農
業
就
業
の
高
齢
化
、

農
地
の
荒
廃
現
状
は
。

ＡＡ
遊
休
農
地
の
動
向
に

つ
い
て
は
、
農
地
の

再
生
利
用
を
促
す
こ
と
で
、

徐
々
に
減
少
に
転
じ
て
い

る
。
今
後
、
遊
休
農
地
の

所
有
者
に
農
業
委
員
な
ど

の
声
掛
け
で
農
地
対
策
事

業
を
再
生
活
用
に
向
け
荒

廃
農
地
防
止
に
努
め
る
。

大山　正弘

荒廃化した楯山の現状

楯
山
・
諏
訪
山
の

�

景
観
整
備
を
ど
う
考
え
る
か

答
弁
　
散
策
し
や
す
い
よ
う
に

�

整
備
す
る

↑

動
画
は
こ
ち
ら

一
般
質
問

令和４年度令和４年度 政務活動費収支報告政務活動費収支報告
会　　派　　名 交付額（円） 執行額（円） 残額（円）

市政・公明クラブ（１０人） １,2００,０００ 93１,8０3 268,１97

改革クラブ（５人） 6００,０００ 47０,０34 １29,966

日本共産党村山市議団（１人） １2０,０００ １１5,378 4,622

合　　計 １,92０,０００ １,5１7,2１5 4０2,785

政務活動費とは�政務活動費とは�
　地方自治法の規定に基づき、議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として
会派に対し交付されます。本市では「村山市政務活動費の交付に関する条例」に基づき、
議員一人当たり月額10,000円を交付しています。収支報告書には、領収書等を添付し、
残余額は市に返還しています。

市ホームページで領収書等を公開しております。市ホームページで領収書等を公開しております。
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三
重
県
桑
名
市
の
多
世

代
共
生
型
施
設
、
桑
名
福

祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
視
察
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
施
設

は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
ま
た
障
が
い
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
年
代
を
超

え
て
共
に
支
え
合
う
、
新

し
い
福
祉
の
か
た
ち
の
実

現
を
目
指
す
施
設
で
す
。

広
大
な
土
地
を
利
用
し
て

施
設
を
建
設
し
、
市
が
６

億
、
社
協
が
18
億
の
建
設

費
を
負
担
し
ま
し
た
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
寄

与
し
、
学
校
と
地
域
の
交

流
促
進
の
場
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
石
川
県
能
美
市
は
、
海

と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊

か
な
ま
ち
で
す
。

　
し
か
し
、
高
齢
化
が
進

み
、
医
療
や
買
い
物
が
で

き
な
い
な
ど
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
そ
の
改
善
策

と
し
て
、※
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
医

療
・
介
護
・
福
祉
で
の
共

有
と
な
る
生
活
支
援
の
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
誰
ひ
と
り
孤
立

す
る
こ
と
な
く
、
車
が
な

く
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
担
当
者
は
、「
Ｄ
Ｘ
」に

対
す
る
熱
い
思
い
を
次
の

よ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

「『
Ｄ
Ｘ
』
は
、
明
治
維

新
や
産
業
革
命
に
匹
敵
す

る
１
０
０
年
に
一
度
の
変

革
期
だ
。
今
問
題
が
な
い

か
ら
大
丈
夫
、
と
乗
り
遅

れ
た
ら
産
業
や
事
業
は
淘

汰
さ
れ
る
…
…
」

　
今
回
の
、
研
修
で
学
ん

だ
も
の
を
生
か
し
て
政
策

提
言
し
て
参
り
ま
す
。

シ
ー
と
の
組
み
合
わ
せ
で

外
出
の
機
会
も
増
え
た
と

好
評
で
す
。

　
石
川
県
か
ほ
く
市
は
３

町
合
併
に
よ
り
施
行
さ
れ
、

金
沢
市
に
隣
接
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
在
も
人
口

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

拠
点
や
、
住
民
か
ら
の
要

望
で
よ
り
広
い
体
育
館
の

建
設
計
画
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
中
学
校
改
築
計
画
に
合

わ
せ
、
社
会
体
育
施
設
と

し
て
有
効
な
財
源
活
用
に

よ
り
完
成
に
至
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
指
定
管
理
者

制
度
を
取
り
入
れ
、
多
彩

な
種
目
の
教
室
を
開
き
、

●
５
月
１5
日
～
１7
日

　
富
山
県
朝
日
町
は
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進

む
中
、
高
齢
者
な
ど
の
交

通
移
動
困
難
者
へ
の
取
り

組
み
も
急
務
の
課
題
で
す
。

　
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、

住
民
同
士
の
〝
共
助
の
心

が
大
切
〟
の
思
い
か
ら
大

手
企
業
の
協
力
も
得
て
、

町
と
地
元
タ
ク
シ
ー
事
業

者
も
関
わ
る
「
事
業
者
協

力
型
自
家
用
有
償
旅
客
運

送
」
を
全
国
で
第
１
号
事

例
と
し
て
導
入
し
ま
し
た
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
る
住

民
の
登
録
、
利
用
者
も
増

え
、
町
営
バ
ス
や
タ
ク

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

行
政
視
察

行
政
視
察

目
は
空
き
家
解
体
費
用
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
民

間
企
業
と
連
携
し
て
、
無

料
一
括
見
積
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
、
空
き
家
の
除

却
を
推
進
す
る
事
業
で
す
。

　
三
重
県
津
市
の
一
般
社

団
法
人
三
重
県
障
が
い
者

就
農
促
進
協
議
会
で
、
農

福
連
携
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
代
表
理
事
と
事
務
局

長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鈴
鹿
市
の
社
会

福
祉
法
人
わ
か
菜
の
杜
で

研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
本
市
に
は
県
立
村
山
産

業
高
校
、
そ
し
て
県
立
楯

岡
特
別
支
援
学
校
が
あ
り

ま
す
。
就
職
先
、
雇
用
に

繋
が
る
方
法
を
関
係
機
関

と
相
談
し
、
模
索
し
て
い

き
た
い
で
す
。

●
５
月
１5
日
～
１7
日

　
愛
知
県
南
知
多
町
役
場

で
空
き
家
バ
ン
ク
と
移
住

定
住
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
担
当
職
員
よ
り
南
知

多
町
に
お
け
る
空
き
家
問

題
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
で
世
帯
数
が

減
り
、
反
対
に
空
き
家
が

増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
風

光
明
媚
な
こ
の
地
に
観
光

目
的
で
訪
れ
る
人
は
多
い

で
す
が
、
移
住
定
住
は
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
南
知
多
町
で
空
き
家
対

策
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
の
が「
官
民
共
創
」

に
よ
る
事
業
で
す
。
一
つ

目
の
対
策
事
業
は
、
物
流

企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
遠
方
に
居
住
す
る
所

有
者
の
満
足
度
は
高
い
も

の
の
、
現
状
で
は
収
益
性

が
低
い
こ
と
が
課
題
の
よ

う
で
す
。
二
つ
目
は
空
き

家
内
の
不
要
な
動
産
を
リ

ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
活

か
す
こ
と
で
費
用
軽
減
を

目
指
す
事
業
で
す
。
三
つ

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

行
政
視
察

行
政
視
察

議
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

外出支援の取り組みを伺う

中学校（右側）に併設された体育館

農福連携で野菜の水耕栽培

多世代共生型施設桑名福祉ヴィレッジ

※DX：デジタルトランスフォーメーションの略。ITが世の中をよりよい方向へ導くという考え方
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■４月
　４日	 議会だより編集委員会
　1０日	 議会だより編集委員会　
　11日	 議会運営委員会
	 議会改革特別委員会幹事会
　12日	 北山さくら児童遊園開園式
	 地区代表会議
　1３日	 東北市議会議長会定期総会（～14日）
	 議会だより編集委員会
　1６日	 陸上自衛隊第六師団創隊６1周年記念行事
　1８日	 議会だより編集委員会
　21日	 全員協議会
	 総務文教常任委員会協議会
	 産業厚生常任委員会協議会
　2３日	 市消防大演習
　24日	 議会運営委員会
　2５日	 市統計調査員協議会総会
	 市身体障がい者福祉協会総会
　2６日	 市老人クラブ連合会定期総会
　2７日	 全員協議会・本会議
　2８日	 県縦断駅伝競走大会応援　
■５月	
　７日	 市自衛隊家族会総会
　９日	 タブレット端末活用部会
　12日	 議会改革特別委員会幹事会
　1５日	 総務文教常任委員会行政視察（～1７日）
	 産業厚生常任委員会行政視察（～1７日）
　1８日	 議会改革特別委員会幹事会
　19日	 産業厚生常任委員会協議会
	 市商工会通常総代会
	 市建設業協会通常総会
　22日	 全員協議会
	 市民生委員児童委員協議会総会
　2３日	 議会運営委員会
　24日	 村山地区防犯協会連合会総会
　2５日	 議会改革特別委員会幹事会
　2７日	 山響ユアタウンコンサート
　３０日	 議会運営委員会
	 議会だより編集委員会
	 産業厚生常任委員会協議会
　３1日	 活性化推進議員連盟（林活）研修会
■６月	
　２日	 バラまつりオープニングセレモニー
	 山形県市議会議長会定期総会
	 第1回県及び市町村長・議長会議
　５日	 全員協議会・本会議・予算特別委員会
　７日	 みちのく村山農協通常総代会
　９日	 一般質問
　1０日	 徳内ばやし振興会総会
　12日	 一般質問
　1３日	 一般質問
	 議会改革特別委員会幹事会
　1５日	 予算特別委員会
	 議会改革特別委員会
　1６日	 常任委員会
	 産業厚生常任委員会管内視察
　1７日	 長島地区堤防整備完成式・祝賀会
　21日	 常任委員長会・議会運営委員会
　22日	 全員協議会・予算特別委員会・本会議
　2５日	 全国各流居合道さくらんぼ大会
　2６日	 議会だより編集委員会
	 ブルガリア新体操ROSE	CAMP歓迎レセプション
　2７日	 ブルガリア新体操キャンプインセレモニー
　29日	 宮城県加美町議会行政視察来市
　３０日	 	令和６年度重要事業要望（北村山地域振興局・

県庁）

議 会 活 動議 会 活 動 ●
６
月
１6
日

◦
株
式
会
社
ロ
ー
ズ
チ
ー
ク

　
戸
沢
大
槇
で
、
食
用
バ

ラ
の
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

花
び
ら
の
収
穫
は
、
５
月

下
旬
か
ら
６
月
中
旬
で
、

早
朝
に
摘
み
取
り
ま
す
。

　
花
び
ら
を
使
っ
た
ジ
ャ

ム
や
、
蒸
留
し
て
ロ
ー
ズ

ウ
ォ
ー
タ
ー
を
精
製
し
、

化
粧
品
な
ど
に
加
工
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ー
ズ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、
石

け
ん
作
り
な
ど
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
千
本
ず
つ
増
や

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

今
後
の
規
模
拡
大
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

◦
株
式
会
社
バ
ラ
の
学
校

　
食
用
バ
ラ
の
生
産
を
鹿

児
島
県
な
ど
国
内
複
数
の

農
地
で
展
開
し
、
令
和
２

年
よ
り
大
久
保
の
ほ
場
で

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

花
び
ら
の
販
売
の
他
、
バ

ラ
の
葉
を
使
っ
た
ロ
ー
ズ

テ
ィ
ー
な
ど
六
次
化
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
バ
ラ
は
新
規
就
農
に

向
い
て
い
る
作
物
だ
と
捉

え
て
、
苗
木
の
販
売
や
栽

培
指
導
も
合
わ
せ
て
行
っ

て
い
ま
す
。

活
性
化
推
進
議
員
連
盟

活
性
化
推
進
議
員
連
盟

林
活
研
修
会

林
活
研
修
会

●
５
月
3１
日

　
村
山
市
が
展
開
し
て
い

る「
ふ
る
さ
と
教
育
の
森
」

事
業
を
山
の
内
の
国
有
林

で
、
葉
山
中
の
全
校
生
徒

１
３
７
人
と
と
も
に
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　
晴
れ
渡
る
青
空
の
も
と
、

歴
代
の
中
学
生
に
よ
っ
て

植
え
ら
れ
た
杉
林
を
見
渡

す
中
、
山
形
森
林
管
理
署

北
村
山
森
林
組
合
、
林
業

ク
ラ
ブ
の
方
々
の
指
導
の

も
と
鍬
と
苗
木
を
手
に
小

グ
ル
ー
プ
ご
と
植
林
地
へ

向
か
い
ま
し
た
。

　
皆
伐
さ
れ
整
備
さ
れ
た

約
１
５
０
０
㎡
に
、
杉
苗

３
６
０
本
、
ブ
ナ
の
苗
16

本
が
生
徒
た
ち
の
笑
顔
と

と
も
に
、
手
際
よ
く
植
え

ら
れ
ま
し
た
。

活
性
化
推
進
議
員
連
盟

活
性
化
推
進
議
員
連
盟

県
縦
断
駅
伝
大
会
応
援

県
縦
断
駅
伝
大
会
応
援

●
４
月
28
日

　
今
回
か
ら
中
継
所
を
五

日
町
ふ
れ
あ
い
広
場
前
へ

移
動
し
ま
し
た
。
大
勢
の

駅
伝
フ
ァ
ン
が
集
ま
る
中
、

選
手
た
ち
を
今
か
今
か
と

待
ち
、
北
村
山
チ
ー
ム
が

２
位
で
中
継
所
へ
飛
び
込

ん
で
来
ま
し
た
。
そ
の
時

の
声
援
は
天
ま
で
届
く
よ

う
な
響
き
で
し
た
。
市
議

団
も
横
断
幕
を
張
り
応
援

し
た
結
果
、
東
根
中
継
所

で
は
ト
ッ
プ
に
浮
上
と
の

一
報
を
受
け
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

管
内
視
察

管
内
視
察

食用バラの試食

大自然の中へ全員集合！

葉山中生と共に汗を流す！！

市議団も横断幕で応援
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あ
と
が
き

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
５
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
市
内
外
へ
の

往
来
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
基
本
的
な
感
染
対
策
な
ど
を

実
施
し
、
充
実
し
た
行
楽
シ
ー

ズ
ン
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

～小さなことにも～
　私は大久保で大工をやっています。「雨漏りするから見てく
れ」や「壊れたから直してくれ」などの相談から修繕が始まりま
す。お客さんからは「ちょっとしたことをしてくれる大工が減っ
た」とよく言われますが、現在大久保では若い大工が増えていま
す。地元で仕事ができるありがたさを感じながら、最後に喜んで
もらえるよう心掛けています。
　祭りが好きで、大久保の徳内まつりの山

だ
車
し
製作、杉島諏訪太鼓

に所属し太鼓を通じて花笠まつり、東北絆まつりと楽しく参加し
ています。
　議員の方々とは、消防団活動の中で雪の相談をさせていただき、
改善してもらったことはとてもありがたく思っております。
　市民の問題を議会と一緒になってもっと輝く村山市になること
を願っています。小山　潤一 さん

（大久保）

ラクダと一緒!! 徳内まつり　大久保山
だ
車
し
製作 村山市観光物産展　浅草にて

〈表紙写真〉
　昨年に引き続き今年もバラ議会を行い、議員、執行部と
もにバラのコサージュを身に着けて議会に臨みました。バ
ラの香りに包まれた議場は一段と気品に満ち溢れていまし
た。
　村山市の観光名所である東沢バラ公園の積極的なＰＲに
より、市内外から多くの来園を期待します。
【秋のバラまつり2023】９月中～下旬（予定）
大人　600円　小中学生　300円
※幼児以下、村山市民（要身分証）無料 バラの装飾が施された議場にて
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村山市公式LINE村山市公式LINE

村山市公式LINEアカウントでは、防災、
子育て、イベント情報など、さまざまな
情報を配信していきます。
ぜひ、友だち登録をしてご活用ください。

LINEアプリ内
［友だち追加］で
二次元コードを

読み取ってください！→
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